
「女性と子どもの命を守る 3ワクチン接種公費助成の継続と、高齢者の肺

炎予防対策を求める要望書」 

 

平成２３年１１月１５日、末松 則子市長に対して、「女性と子どもの命を守る 3

ワクチン接種公費助成の継続と、高齢者の肺炎予防対策を求める要望書」を提

出致しました。 

 

 

感染症対策として、ワクチン接種の対象となる中高生の女性や子どもたちに、も

れなく接種を受けてもらうため、公費助成の継続を求めます。 

高齢者の肺炎を予防する対策として、高齢者に対する「肺炎球菌」ワクチンの公

費助成による接種の推進を要望致します。 

以上のことを踏まえ、下記の事項を要望致します。 

記 

1．「子宮頸がん」・「ヒブ(インフルエンザ菌 b型)」・「小児用肺炎球菌」の 3種類

のワクチンの接種公費助成を、平成２４年度以降も継続して行なうこと 

２．ワクチン接種の対象となる女性や子どもたちにもれなく接種を受けてもらえる

よう、啓蒙・広報活動等に努めること 

３．６５歳以上の高齢者に対して、５年毎の「肺炎球菌」ワクチンの接種を啓蒙推

進し、公費による助成を行なうこと。 

以上 


